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開
基
準
を
設
け
な
い
の
は
市
民

へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い

な
い
。ま
た
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
検
討
専
門
委
員
に
欠
員
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
募
を

検
討
し
な
い
の
は
特
定
の
委
員

に
限
定
さ
れ
公
平
性
に
欠
け
て

い
る
。

　

民
生
費
で
は
、合
併
後
、障
害

者
福
祉
手
当
の
カ
ッ
ト
、
難
病

療
養
見
舞
金
の
縮
小
、
障
害
者

の
入
院
食
事
補
助
の
削
減
な
ど

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
後
退
さ
せ
た

福
祉
切
り
捨
て
予
算
で
、
障
害

者
自
立
支
援
法
の
問
題
点
へ
の

対
処
も
不
十
分
で
住
民
福
祉
の

増
進
を
第
一
と
す
る
自
治
体
の

役
割
を
十
分
に
果
た
し
て
い
な

い
。ま
た
、保
育
所
で
は
正
規
職

員
を
採
用
し
な
い
た
め
、
直
営

保
育
所
に
臨
時
職
員
だ
け
の
ク

ラ
ス
が
で
き
て
し
ま
っ
た
こ
と

は
保
育
の
責
任
を
放
棄
し
た
と

言
え
る
。

　

衛
生
費
で
は
、
キ
ッ
コ
ー
マ

ン
総
合
病
院
が
三
月
末
で
産
科

を
休
止
す
る
た
め
、
四
月
か
ら

休
日
当
番
医
が
六
病
院
か
ら
五

病
院
に
な
る
状
況
に
あ
り
、
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う

早
急
に
対
策
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
不
燃
物
処
理
施
設
Ｐ
Ｆ

Ｉ
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
で
は

働
く
人
の
安
全
性
を
確
保
し
な

い
事
業
者
任
せ
の
問
題
が
出
て

お
り
、
清
掃
工
場
建
設
計
画
も

な
く
、
市
は
責
任
を
放
棄
し
て

い
る
。

　

教
育
費
で
は
、
学
校
図
書
館

司
書
が
全
小
中
学
校
に
配
置
さ

れ
て
な
く
、
図
書
の
廃
棄
基
準

も
な
い
た
め
、
子
供
た
ち
の
学

習
環
境
に
影
響
が
出
て
い
る
。

ま
た
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は

短
時
間
に
大
量
調
理
を
し
て
お

り
、業
務
委
託
は
安
心
・
安
全
で

お
い
し
い
給
食
を
危
う
く
す
る

も
の
で
あ
る
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計　

　

資
格
証
明
書
の
発
行
が
多
い

が
、
所
得
の
低
い
人
や
子
供
の

い
る
世
帯
か
ら
保
険
証
を
取
り

平成20年度各会計予算を可決

予算総額775億2,800万6千円
一般会計は４２３億２,１００万円で０.５％の減

　平成２０年度各会計予算については、1０人の委員
で構成する予算審査特別委員会を設置。3月１７日
から3日間にわたり慎重に審査を行い、最終日の
本会議において審議の結果、各会計予算を原案の
とおり可決しました。

上
げ
る
べ
き
で
は
な
く
冷
た
い

対
応
に
反
対
す
る
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

七
十
五
歳
以
上
の
す
べ
て
の

高
齢
者
か
ら
保
険
料
を
徴
収
し
、

滞
納
者
は
保
険
証
を
取
り
上
げ

ら
れ
、
病
院
窓
口
で
全
額
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
の

医
療
差
別
を
強
い
る
も
の
で
、

多
く
の
高
齢
者
が
怒
り
の
声
を

上
げ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

四
月
か
ら
制
度
開
始
を
強
行
す

る
の
で
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

賛
成
討
論

■
一
般
会
計

　

歳
入
で
は
、
市
税
は
個
人
市

民
税
、法
人
市
民
税
、固
定
資
産

反
対
討
論

反
対
討
論

■
一
般
会
計

　

歳
入
で
は
、
合
併
特
例
債
の

償
還
金
は
七
〇
％
が
交
付
税
措

置
さ
れ
る
た
め
、
得
な
借
金
と

説
明
を
受
け
て
き
た
が
、
来
年

度
も
旧
野
田
市
分
は
不
交
付
で

交
付
税
措
置
が
ゼ
ロ
に
な
る
見

込
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
野
田

地
域
に
使
う
合
併
特
例
債
を
ふ

や
し
て
い
る
。
来
年
度
末
で
関

宿
地
域
に
使
っ
た
合
併
特
例
債

の
合
計
額
が
三
十
九
億
九
九
〇

〇
万
円
に
対
し
、
野
田
地
域
が

五
十
億
七
九
〇
〇
万
円
で
あ 

り
納
得
で
き
な
い
。

　

歳
出
の
総
務
費
で
は
、
市
長

交
際
費
は
減
額
さ
れ
た
が
、
支

出
基
準
が
不
透
明
な
ま
ま
で
公

平成２０年度各会計予算規模
対前年度
増 減 率予算額（千円）区　　　　分

△　０.５％４２,３２１,０００一 般 会 計

　　１.５％１６,２６２,５００国 民 健 康 保 険

特　
　

別　
　

会　
　

計

　１７.５％４,５８９,０００下 水 道 事 業

△８９.０％１,０５３,０００老 人 保 健

　１８.４％１３５,０００用 地 取 得

　　５.８％６,０８８,５００介 護 保 険

△　３.３％４６９,０００次 木 親 野 井 特 定
土地区画整理事業

皆増１,０５５,５００後 期 高 齢 者 医 療

△１７.３％２９,６５２,５００小 計

　１１.９％５,５５４,５０６水 道 事 業

△　７.０％７７,５２８,００６　 合　 　 　 　 計　

予算審査特別委員会

　予算審査特別委員会とは、新年度

予算が適正に編成され、健全で効率

のよい財政運営が図られるかどうか

を審査するために設置される委員会

です。

　なお、委員は次のとおりです。

委 員 長　野口　義雄

副委員長　木村たか子

委　　員　岡田早和子　西村　福也

　　　　　鶴岡　　潔　竹内　美穂

　　　　　小倉　良夫　植竹　健夫

　　　　　千久田祐子　古橋喜久男
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税
の
増
額
が
あ
る
も
の
の
、
地

方
交
付
税
、
地
方
消
費
税
交
付

金
、
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
が

減
額
に
な
り
、
一
般
財
源
の
確

保
が
厳
し
い
状
況
の
中
、
行
政

改
革
を
履
行
し
つ
つ
、
新
市
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
た
予
算
が
組

ま
れ
て
い
る
。ま
た
、市
債
は
前

年
度
と
比
較
し
五
億
三
千
万
円

の
減
で
、
総
額
九
億
八
千
万
円

に
と
ど
ま
り
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ 

ラ
ン
ス
の
黒
字
を
確
保
し
て
い

る
。

　

歳
出
の
議
会
費
で
は
、
議
会

映
像
配
信
シ
ス
テ
ム
の
導
入
及

び
会
派
控
室
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
整
備
費
が
計
上
さ
れ
、
議

会
改
革
の
一
環
と
し
て
評
価
す

る
。

　

総
務
費
で
は
、
ま
め
バ
ス 

「
チ
ョ
ロ
Ｑ
」の
作
成
販
売
費
用

を
含
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運

行
事
業
費
や
第
二
ま
め
ば
ん
の

設
置
検
討
費
用
を
含
む
安
全
安

心
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
防
犯
活
動

支
援
事
業
費
等
が
計
上
さ
れ
、

市
民
の
利
便
性
と
市
民
生
活
の

安
寧
が
図
ら
れ
る
。

　

民
生
費
で
は
、
障
害
者
自
立

支
援
対
策
臨
時
特
例
事
業
と
し

て
事
業
運
営
円
滑
化
事
業
補
助

金
と
通
所
サ
ー
ビ
ス
利
用
促
進

事
業
補
助
金
が
計
上
さ
れ
、
関

係
者
が
円
滑
に
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
、
利
用
す
る
こ
と

が
図
ら
れ
評
価
す
る
。

　

衛
生
費
で
は
、
乳
幼
児
医
療

費
助
成
の
対
象
年
齢
を
引
き
上

げ
る
と
と
も
に
、
妊
婦
健
康
診

査
費
で
は
公
費
負
担
の
健
康
診

査
の
回
数
が
拡
充
さ
れ
、
安
心

し
て
子
供
を
産
み
育
て
る
環
境

づ
く
り
が
進
め
ら
れ
る
。

　

農
林
水
産
業
費
で
は
、
持
続

的
農
業
先
導
的
実
践
地
区
整
備

事
業
費
が
計
上
さ
れ
、
循
環
保

全
型
農
業
の
推
進
が
図
ら
れ
る
。

ま
た
、農
業
系
有
機
資
源
を
活 

用
す
る
こ
と
で
農
産
物
ブ
ラ
ン

ド
化
の
確
立
が
期
待
さ
れ
る
。

　

商
工
費
で
は
、　

原
油
価
格

高
騰
対
策
と
し
て
原
油
価
格
高

騰
対
策
利
子
補
給
金
が
計
上
さ

れ
、
中
心
市
街
地
商
業
等
活
性

化
対
策
と
し
て
、
基
本
構
想
研

究
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　

土
木
費
で
は
、
道
路
橋
り
ょ

う
・
河
川
関
係
で
浸
水
対
策
と

し
て
排
水
整
備
事
業
に
重
点
配

分
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、建
築
行

政
で
は
、
新
た
に
耐
震
改
修
促

進
事
業
費
が
計
上
さ
れ
、
市
民

の
地
震
災
害
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
を
促
す
も
の
と
し
て
評
価

す
る
。

　

教
育
費
で
は
、
児
童
数
の
増

加
に
伴
う
北
部
小
学
校
普
通
教

室
等
整
備
事
業
費
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。ま
た
、新
た
に
地
域
教

育
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
事
業
費
が

計
上
さ
れ
、
地
域
の
人
材
や
教

育
資
源
を
活
用
し
た
学
校
づ
く

り
が
進
め
ら
れ
る
。
保
健
体
育

で
は
春
風
館
道
場
を
整
備
す
る

武
道
場
整
備
事
業
は
武
道
の
奨

励
・
振
興
の
み
な
ら
ず
歴
史
や

文
化
の
観
点
か
ら
も
大
い
に
評

価
で
き
る
。

■
各
特
別
会
計
及
び
水
道
事
業

会
計

　

そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
の
目
的
に

沿
っ
て
適
切
な
予
算
措
置
が
な

さ
れ
て
い
る
。

審査風景

その他　4.3％ 
18億1,659万5千円 

消防費　4.1％ 
17億4,152万2千円 

農林水産業費　1.9％ 
7億7,779万9千円 

民生費　29.0％ 
122億7,682万7千円 

土木費　18.0％ 
76億1,846万1千円 

教育費　11.2％ 
47億2,799万2千円 

公債費　11.1％ 
47億1,231万1千円 

総務費　11.0％ 
46億6,973万4千円 

衛生費　9.4％ 
39億7,975万9千円 

歳　　出 
423億2，100万円 

市税　54.2％ 
229億3,346万7千円 

市債　8.6％ 
36億5,320万円 

地方交付税　6.1％ 
25億8,982万3千円 

歳　　入 
423億2，100万円 

地方消費税交付金 3.2％ 
13億6,600万円 

使用料及び手数料　3.0％ 
12億5,390万円 

繰入金　2.1％ 
8億9,148万9千円 

繰越金　2.0％ 
8億6,000万円 

その他　8.2％ 
34億4,854万7千円 

国庫支出金　8.7％ 
36億6,228万8千円 
国庫支出金　8.7％ 
36億6,228万8千円 県支出金　3.9％ 

16億6,228万6千円 
県支出金　3.9％ 
16億6,228万6千円 
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